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市民活動センター 

 

 

家庭塾連絡会の 

              ２０２６年 ２月１５日(日） 

                                  受付：13：00～ 
 

『春の ほっこり 家庭教育カフェ』 
 
子どもの学習の悩み、出し合いませんか？ 

・今年度の学習は大丈夫でしたか？  

・タブレットやスマホの 

悩みはありませんか？ 

   ・学校に行き渋っていませんか？  

    

 

 

《場 所》下京いきいき 
市民活動センター（２F 会議室１） 

京都市下京区上之町３８ 

① ＪＲ京都駅から東に歩９分 

②  京阪七条駅 南西歩８分 

《参加費》600円 

《定員》２４名 
《申込》メールは西尾へ 

Ｆａｘ・電話は影浦へ 

           当日受付もあります。 

 

 

 

 

 

主催：全国家庭塾連絡会 

事務局    影浦 邦子方   

〒564-0041 大阪府吹田市泉町４－２９－１３ 

 電話＆Fax：０６－６３８０－０４２０  

E-mail： junsouyu.769@gmail.com（西尾） 

当日連絡先：０９０－８６５８－２０８７（西尾） 

０９０－１２２１－３６１４（小松） 

０９０－２１１０－０６２０（影浦） 

 後援：新日本婦人の会京都府本部 

13：30 

～  

16：00 



‘２５年 「春の家庭学習交流会」 の様子 

 
2月 16日(日)午後１時より，下京いきいき市民交流センターで春の集いを行いました。参加者
は１5名でした。書くことの少なくなった時代、書き方、鉛筆の良さ、読み書き計算について一緒に考
えていける機会を、との挨拶で始まった今年の春集会。元小学校教諭で「持ち方伝道師」の前田昌
彦先生に、実技を交えたお箸、鉛筆の持ち方をご指導いただきました。その後、各家庭塾よりの報告
・交流を行いました。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

〈実技講座〉前田昌彦先生 

 毎日持つスプーンや箸の使い方を練習しておけば、鉛筆はスムーズに持てる。まずはお箸の練習。力を

抜き、指をスムーズに動かす練習が大切。小指・薬指 は使っていない。

下側の箸は動かさず、人差し指・中指で上側の箸を軽 く動かす。箸先で

カチカチ音が鳴らせたら力が抜けた証拠。まずは 1 本 から、ユビックス

※を使って、外して持って・・・スモールステップ で。小さい消しゴ

ムをいくつも積み上げたり、消しゴムをチョコレート菓子に替えたり、子 どもには楽しみを入

れてあげて。お箸でない方の手は、お茶碗を、手に何も持たないときは机 の上に置き、体を起

こしささえる。この動作が字を書くときに紙やノートを押さえることにつ ながるのだそう。 

 そして鉛筆。書き場所は、両手で机上に△を作り、右 手を開き起こした位

置で鉛筆を持つ。起こした右手で紙に触れているのは、“豆状骨”と、小指の先少しだ

け。その位置で、指の動きだけで縦に鉛筆は数㎝往復でき、線が書ける。横書きは、も

っと簡単で、合い言葉は「持ち方変えずに、右・左。」ひらがなを練習するのは、マスに行と段を指定

（1 行目３段等）し、一緒に書く。練習の最後に、自分で今日の 字の中から△と◎

のものを探し、自己評価する。見つけた△は、書き直し OK、花 丸にすることもで

きる。練習して変わったところ、良くなったところを、どんどん 褒めてあげる。文

章の７割はひらがなで、３割は漢字という構成、ひらがなが上手 になれば、字がき

れいになるということ。「力を抜く」がキーワードだった。力を 入れている子の指

は、爪が白くなっていてすぐ分かるそう。 

 具体的に分かりやすく、実技ならでは、丁寧に指導くださった。子どもたちには、タブレットでなく自

分の字を書く大切さを、おうちの方も一緒に考えてほしいということだった。 

 

＜各地（吹田，八幡）の報告＞ 

＊吹田の相原さん、粟井さんより、PTA 主催の講演会に、東北大学の榊浩平氏を招かれた取り組みにつ
いて報告くださいました。 
＊八幡は，「たのしく勉強会」のもよう、挨拶、クイズ、１００マス計算・・・６年間の活動を一旦終了
された報告が、田野さんよりありました。 


